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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライト光源と、前記バックライト光源を覆う基板取付部材とを含む表示パネルと
、
　前記基板取付部材の後面を部分的に覆うとともに、前記基板取付部材の後面の少なくと
も外周部周辺の領域を露出させるように配置されたカバー部材とを備え、
　前記基板取付部材は、底面部と側面部とを有するとともに、前記基板取付部材の外周部
のコーナー部において、隣接する前記側面部同士が隙間なく一体的に形成され、
　前記基板取付部材の前記底面部は、凹部を有し、
　前記カバー部材は、前記凹部が窪む方向とは反対の方向に突出する凸形状に形成され、
前記凹部の領域に取り付けられる、表示装置。
【請求項２】
　前記基板取付部材のコーナー部における前記側面部の外周面は、隣接する前記側面部同
士が隙間なく丸形形状を有するように一体的に形成されている、請求項１に記載の表示装
置。
【請求項３】
　前記基板取付部材により後部筐体が構成されており、
　前記基板取付部材の側面部の外周面に近接して対向する内周面を有する枠状の前部筐体
をさらに備える、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
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　前記前部筐体は、前記基板取付部材のコーナー部よりも内側の位置に形成され、後面側
に突出する遮光部を含む、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記基板取付部材は、金属製であり、
　前記基板取付部材の前記底面部のうち、露出された前記外周部周辺の領域は、後面側に
膨らんだ凸形状を有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記基板取付部材の後面に取り付けられた回路基板をさらに備え、
　前記カバー部材は、前記基板取付部材の後面に取り付けられた前記回路基板を覆うとと
もに、前記基板取付部材の後面の外周部周辺の領域を露出させるように配置されており、
　前記基板取付部材は、金属製であり、
　前記基板取付部材の露出された前記外周部周辺の領域は、少なくとも前記基板取付部材
に取り付けられた前記回路基板の熱を外部に放熱する放熱部として機能する、請求項１～
５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　スピーカをさらに備え、
　前記カバー部材は、前記回路基板に加えて前記スピーカも覆うように配置されている、
請求項６に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置およびテレビジョン装置に関し、特に、バックライト光源を含む
表示パネルを備えた表示装置およびテレビジョン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、バックライト光源を含む表示パネルを備えた表示装置およびテレビジョン装置が
知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、前側の表キャビネットと、後側の裏キャビネットと、表キャビネ
ットおよび裏キャビネットに挟まれた状態で収納された液晶表示装置とを備えたテレビ受
信装置が開示されている。この液晶表示装置は、前側のベゼルと、液晶パネルと、後側の
バックライト装置とを含んでいる。また、バックライト装置は、フレームと、前側（表示
側）に光を出射する複数のＬＥＤ光源が配置されたシャーシとを有している。また、ベゼ
ル、フレームおよびシャーシは、共に４つの側面部を有する矩形状に形成されているとと
もに、ＬＥＤ光源は、ベゼル、フレームおよびシャーシの各々の側面部によって囲まれる
領域に配置されている。ここで、上記特許文献１では、ベゼル、フレームおよびシャーシ
の各々の外周部のコーナー部には隙間が形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００９－０５４１７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載のテレビ受信装置では、ベゼル、フレームおよび
シャーシの各々の外周部のコーナー部に隙間が形成されているため、ＬＥＤ光源からの光
が、液晶表示装置のコーナー部の各々の隙間を介して液晶表示装置の外部に漏れてしまう
という問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
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の目的は、バックライト光源の光がコーナー部を介して外部に漏れることを抑制すること
が可能な表示装置およびテレビジョン装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の第１の局面による表示装置は、バックライト光源と、バックライト光源を覆
う基板取付部材とを含む表示パネルと、基板取付部材の後面を部分的に覆うとともに、基
板取付部材の後面の少なくとも外周部周辺の領域を露出させるように配置されたカバー部
材とを備え、基板取付部材は、底面部と側面部とを有するとともに、基板取付部材の外周
部のコーナー部において、隣接する側面部同士が隙間なく一体的に形成され、基板取付部
材の底面部は、凹部を有し、カバー部材は、凹部が窪む方向とは反対の方向に突出する凸
形状に形成され、凹部の領域に取り付けられる。
【０００８】
　この発明の第１の局面による表示装置では、上記のように、基板取付部材の外周部のコ
ーナー部において、隣接する側面部同士が隙間なく一体的に形成されることによって、基
板取付部材に覆われたバックライト光源からの光が、基板取付部材のコーナー部を介して
外部に漏れることを抑制することができる。特に、本発明のように、表示パネルの基板取
付部材の外周部周辺を露出させるようにカバー部材が配置される場合にも、基板取付部材
の隙間のないコーナー部により、バックライト光源の光が露出された外周部のコーナー部
を介して表示装置の外部に漏れることを確実に抑制することができる。また、基板取付部
材の外周部のコーナー部から外部への光漏れを抑制することにより、カバー部材から露出
される基板取付部材の外周部周辺を容易に後部筐体として使用することができる。
【０００９】
　上記第１の局面による表示装置において、好ましくは、基板取付部材のコーナー部にお
ける側面部の外周面は、隣接する側面部同士が隙間なく丸形形状を有するように一体的に
形成されている。このように構成すれば、コーナー部から外部への光漏れを抑制しながら
、丸形形状のコーナー部により、コーナー部の外周面が角形形状を有する場合と異なり、
基板取付部材以外の部材がコーナー部に接触して損傷することを抑制することができる。
【００１０】
　この場合、好ましくは、基板取付部材により後部筐体が構成されており、基板取付部材
の側面部の外周面に近接して対向する内周面を有する枠状の前部筐体をさらに備える。こ
のように構成すれば、前部筐体の内周面により後部筐体を兼ねる基板取付部材の側面部の
外周面を覆うことができるので、バックライト光源からの光が、基板取付部材の側面部の
外周面を介して外部に漏れることをより確実に抑制することができる。また、丸形形状の
コーナー部により、コーナー部における側面部の外周面が角形形状を有する場合と異なり
、コーナー部に近接して配置される前部筐体の内周面がコーナー部に接触して損傷するこ
とを抑制することができる。
【００１１】
　上記前部筐体を備える表示装置において、好ましくは、前部筐体は、基板取付部材のコ
ーナー部よりも内側の位置に形成され、後面側に突出する遮光部を含む。このように構成
すれば、遮光部により、バックライト光源の光が基板取付部材のコーナー部を介して表示
装置の外部に漏れることを効果的に抑制することができる。
【００１２】
　上記第１の局面による表示装置において、好ましくは、基板取付部材は、金属製であり
、基板取付部材の底面部のうち、露出された外周部周辺の領域は、後面側に膨らんだ凸形
状を有する。このように構成すれば、後面側に膨らんだ凸形状により、金属製の基板取付
部材の外周部周辺の機械的強度を向上させることができるので、カバー部材から露出され
た基板取付部材の外周部周辺を後部筐体として用いる場合にも、後部筐体として必要な機
械的強度を十分に確保することができる。
【００１４】
　上記第１の局面による表示装置において、好ましくは、基板取付部材の後面に取り付け
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られた回路基板をさらに備え、カバー部材は、基板取付部材の後面に取り付けられた回路
基板を覆うとともに、基板取付部材の後面の外周部周辺の領域を露出させるように配置さ
れており、基板取付部材は、金属製であり、基板取付部材の露出された外周部周辺の領域
は、少なくとも基板取付部材に取り付けられた回路基板の熱を外部に放熱する放熱部とし
て機能する。このように構成すれば、金属製の基板取付部材に取り付けられた回路基板か
らの熱を、基板取付部材の露出された外周部周辺の領域から外部に効率的に放熱しつつ、
バックライト光源の光が露出された外周部のコーナー部を介して表示装置の外部に漏れる
ことを確実に抑制することができる。
【００１５】
　この場合、好ましくは、スピーカをさらに備え、カバー部材は、回路基板に加えてスピ
ーカも覆うように配置されている。このように構成すれば、スピーカを覆うための部材を
別途設ける必要がないので、部品点数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置を前側から見た全体斜視図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置を後側から見た全体斜視図であ
る。
【図３】本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置を後側から見た平面図である。
【図４】本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置の構成を示した分解斜視図であ
る。
【図５】本発明の一実施形態による回路基板が取り付けられたリアフレームを後側から見
た平面図である。
【図６】本発明の一実施形態によるリアフレームを前側から見た斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態によるリアフレームのコーナー部周辺を前側から見た拡大斜
視図である。
【図８】本発明の一実施形態によるリアフレームのコーナー部周辺を前側から見た拡大図
である。
【図９】図３の３００－３００線に沿った液晶テレビジョン装置の断面図である。
【図１０】図３の４００－４００線に沿った液晶テレビジョン装置の断面図である。
【図１１】図３の５００－５００線に沿った液晶テレビジョン装置の断面図である。
【図１２】本発明の一実施形態による前部筐体とリアフレームとの嵌合を説明するための
拡大斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態による前部筐体とリアフレームとの嵌合を後側から見た拡
大斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態による前部筐体とリアフレームとの嵌合を後側から見た拡
大図である。
【図１５】図３および図１４の６００－６００線に沿った液晶テレビジョン装置の断面図
である。
【図１６】本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置の構成を示したブロック図で
ある。
【図１７】本発明の一実施形態の変形例による液晶テレビジョン装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明を具体化した実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　図１～図１６を参照して、本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置１００の構
成について説明する。なお、液晶テレビジョン装置１００は、本発明の「表示装置」およ
び「テレビジョン装置」の一例である。
【００２１】
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　本発明の一実施形態による液晶テレビジョン装置１００は、図１および図２に示すよう
に、矩形形状を有するとともに、枠状の前部筐体１と、前部筐体１に収納された液晶モジ
ュール２と、液晶テレビジョン装置１００全体を支持するスタンド部材３（図２参照）と
を備えている。なお、液晶モジュール２は、本発明の「表示パネル」の一例である。また
、前部筐体１およびスタンド部材３は、共に樹脂製である。
【００２２】
　また、図２および図３に示すように、前部筐体１の後面側（Ｙ２側、図２参照）には、
板金からなる金属製のリアフレーム５が配置されている。なお、リアフレーム５は、本発
明の「基板取付部材」の一例である。また、リアフレーム５は、後方（Ｙ２側）から見て
、矩形形状を有しているとともに、前部筐体１よりも小さく形成されている。また、図３
に示すように、前部筐体１の周縁部１ａの内周面１０１ａがリアフレーム５の後述する外
周面５１ｉを覆うように構成されている。
【００２３】
　また、板金製のリアフレーム５の後面側（Ｙ２側、図４参照）には、樹脂製のカバー部
材６が取り付けられている。このカバー部材６は、後方（Ｙ２側）から見て、矩形形状を
有しているとともに、前部筐体１およびリアフレーム５よりも小さく形成されている。
【００２４】
　また、図４に示すように、前部筐体１とリアフレーム５との間には、リアフレーム５か
ら前部筐体１の方向（矢印Ｙ１方向）に向かって、光反射シート（図示せず）、導光板（
図示せず）、光学シート（図示せず）、枠状の樹脂フレーム４ａ、液晶セル（図示せず）
および枠状のベゼル（図示せず）などが配置されている。また、樹脂フレーム４ａのＸ２
側の側方には、複数のＬＥＤから構成される光源４ｂが配置されている。なお、光源４ｂ
は、本発明の「バックライト光源」の一例である。これにより、光学部材２ａおよび光源
４ｂを覆うように配置されたリアフレーム５は、前部筐体１によって前側（Ｙ１側）から
覆われるように構成されている。なお、液晶モジュール２は、樹脂フレーム４ａ、上記図
示しない構成要素、光源４ｂおよびリアフレーム５を含んでいる。
【００２５】
　リアフレーム５は、図５および図６に示すように、略矩形状に形成されている底面部５
０と、リアフレーム５の外周部５１に位置するとともに、底面部５０から前側（Ｙ１側、
図６参照）に延びる４つの側面部５１ａ、５１ｂ、５１ｃおよび５１ｄとを含んでいる。
この４つの側面部５１ａ～５１ｄは、絞りプレス加工によってリアフレーム５を形成する
際に、底面部５０の外周部５１の近傍が底面部５０に対して垂直な方向（Ｙ１側）に曲げ
られることによって形成されている。
【００２６】
　また、リアフレーム５の側面部５１ａ～５１ｄは、リアフレーム５の外周部５１の全周
に渡って延びるように形成されているとともに、外周部５１の４隅のコーナー部５１ｅ、
５１ｆ、５１ｇおよび５１ｈは、共に、外部に露出するように構成されている。
【００２７】
　ここで、本実施形態では、図５に示すように、隣接する一対の側面部５１ａおよび５１
ｂは、外周部５１のコーナー部５１ｅにおいて隙間なく接合されている。具体的には、図
７および図８に示すように、Ｘ方向に直線状に延びる側面部５１ａのＸ１側の端部と、Ｙ
方向に直線状に延びる側面部５１ｂのＺ１側の端部とは、コーナー部５１ｅによって隙間
なく一体的に接続されている。また、コーナー部５１ｅでの外周面５１ｉは、所定の曲率
半径Ｒ（図８参照）の丸形形状（曲面状）を有するように形成されている。なお、コーナ
ー部５１ｅは、絞りプレス加工によってリアフレーム５を形成する際に、一対の側面部５
１ａおよび５１ｂと同時に一体的に形成される。
【００２８】
　同様に、隣接する一対の側面部５１ｂおよび５１ｃは、コーナー部５１ｆにおいて隙間
なく一体的に接続されている。また、隣接する一対の側面部５１ｃおよび５１ｄは、コー
ナー部５１ｇにおいて隙間なく一体的に接続されている。また、隣接する一対の側面部５
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１ｄおよび５１ａは、コーナー部５１ｈにおいて隙間なく一体的に接続されている。また
、コーナー部５１ｅと同様に、コーナー部５１ｆ～５１ｈでの外周面５１ｉは、共に所定
の曲率半径Ｒの丸形形状を有するように形成されている。また、コーナー部５１ｆ～５１
ｈは、絞りプレス加工によってリアフレーム５を形成する際に、側面部５１ａ～５１ｄと
同時に一体的に形成される。
【００２９】
　また、図６および図９～図１１に示すように、リアフレーム５の底面部５０のうち、外
周部５１の近傍の領域（リアフレーム５のカバー部材６から露出される領域（非基板取付
領域））には、後側（Ｙ２側）に膨らむ凸部５０ａが形成されている。この凸部５０ａは
、側面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄの近傍から徐々に後側（Ｙ２側）に膨らむように形
成されている。
【００３０】
　また、底面部５０の凸部５０ａが形成されている領域の内側（中央側）の基板取付領域
５０ｂには、底面部５０が前側（Ｙ１側）に窪むことによって、凹部５０ｃが形成されて
いる。なお、リアフレーム５の底面部５０の凸部５０ａおよび凹部５０ｃは、絞りプレス
加工によって一体的に形成される。
【００３１】
　また、図５に示すように、底面部５０の凹部５０ｃからなる基板取付領域５０ｂの後面
には、装置全体に電力を供給する機能を有す回路基板７と、信号処理用の回路基板８とが
Ｘ方向に所定の間隔を隔てて並べて取り付けられている。具体的には、図６に示すように
、凹部５０ｃからなる基板取付領域５０ｂには、２つの回路基板７および８の各々を取り
付けるための複数の基板取付用ネジ穴５０ｄが形成されている。この基板取付用ネジ穴５
０ｄは、凹部５０ｃからなる基板取付領域５０ｂよりも後方（Ｙ２側）に突出する部分に
設けられている。
【００３２】
　また、図４に示すように、回路基板７の外縁部には、ネジ９を挿入するためのネジ挿入
穴７ａが形成されているとともに、回路基板８の外縁部には、ネジ９を挿入するためのネ
ジ挿入穴８ａが形成されている。また、２つの回路基板７および８の各々は、複数のネジ
９が回路基板７のネジ挿入穴７ａおよび回路基板８のネジ挿入穴８ａを介してリアフレー
ム５の複数の基板取付用ネジ穴５０ｄに取り付けられることにより、リアフレーム５に対
して固定されている。
【００３３】
　また、図９～図１１に示すように、底面部５０の基板取付領域５０ｂを構成する凹部５
０ｃの内周縁部は、カバー部材６の外周部に対応するように形成されている。これにより
、カバー部材６の外周部がＹ２側から底面部５０の凹部５０ｃの内周縁部に嵌め込まれる
ことによって、凹部５０ｃ（基板取付領域５０ｂ）を覆った状態のカバー部材６がリアフ
レーム５の底面部５０に取り付けられるように構成されている。
【００３４】
　また、図５に示すように、リアフレーム５の底面部５０の外周部５１に沿って、複数の
ネジ挿入穴５０ｅが形成されている。また、図３に示すように、複数のネジ挿入穴５０ｅ
（図５参照）に複数のネジ９の各々が取り付けられることにより、リアフレーム５が前部
筐体１に対して取り付けられている。この際、図１２～図１４に示すように、前部筐体１
の内周面１０１ａが、リアフレーム５の外周部５１に近接するとともに、外周部５１の外
周面５１ｉに対向するように、リアフレーム５が前部筐体１に嵌め込まれるように構成さ
れている。また、リアフレーム５のコーナー部５１ｅおよび５１ｆ（図３参照）の外周面
５１ｉが丸形形状を有することによって、前部筐体１のコーナー部に、リアフレーム５の
コーナー部５１ｅおよび５１ｆを容易に配置することが可能である。
【００３５】
　また、図９～図１１に示すように、前部筐体１の周縁部１ａのうち、リアフレーム５の
側面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄに対向する部分には、それぞれ、リアフレーム５の側
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面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄが挟み込まれるレール部１ｂが形成されている。これに
より、レール部１ｂによって、リアフレーム５が前部筐体１に位置決めされるように構成
されている。また、レール部１ｂでは、外側の内側面（たとえば、図９におけるＸ１側の
内側面）が、前部筐体１の周縁部１ａの内周面１０１ａになるように構成されている。
【００３６】
　また、図３に示すように、前部筐体１の周縁部１ａのうち、リアフレーム５の上側（Ｚ
１側）のコーナー部５１ｅおよび５１ｈに対向する部分には、レール部１ｂは形成されて
いない。一方、コーナー部５１ｅおよび５１ｈに対応する前部筐体１のコーナー部の近傍
には、それぞれ、リブ１ｃが設けられている。この一対のリブ１ｃは、それぞれ、前側筐
体１の周縁部１ａおよびリアフレーム５のコーナー部５１ｅおよび５１ｈよりも内側（樹
脂フレーム４ａ側）に形成されている。また、一対のリブ１ｃは、図１５に示すように、
周縁部１ａの後面側（Ｙ２側）への突出高さよりも若干低い突出高さ位置まで、後面側に
突出するように形成されている。さらに、図１４に示すように、一対のリブ１ｃは、それ
ぞれ、コーナー部５１ｅおよび５１ｈ（図３参照）に対応するように曲面状に形成されて
いる。これにより、一対のリブ１ｃは、それぞれ、光源４ｂからの光がリアフレーム５の
コーナー部５１ｅおよび５１ｈに到達することを効果的に抑制するように構成されている
。なお、リブ１ｃは、本発明の「遮光部」の一例である。
【００３７】
　また、図１５に示すように、前部筐体１の周縁部１ａと、リアフレーム５のコーナー部
５１ｅおよび５１ｈ（図３参照）とは接触しないように配置されている。これにより、周
縁部１ａがコーナー部５１ｅおよび５１ｈに接触して損傷することを抑制することが可能
である。
【００３８】
　また、図４に示すように、リアフレーム５の底面部５０の後面（Ｙ２側）には、複数の
カバー部材取付用ネジ穴５０ｆが形成されているとともに、カバー部材６には、複数のネ
ジ挿入穴６ａおよび６１ａが形成されている。そして、複数のネジ挿入穴６ａおよび６１
ａの各々にネジ９が取り付けられることにより、樹脂製のカバー部材６が金属製のリアフ
レーム５に対して取り付けられている。具体的には、カバー部材６は、ネジ９がカバー部
材６のネジ挿入穴６ａを介してリアフレーム５のカバー部材取付用ネジ穴５０ｆに取り付
けられることにより、リアフレーム５に対して固定されている。なお、カバー部材６の左
上に形成されたネジ挿入穴６１ａに挿入されたネジ９は、回路基板７の左上に形成された
ネジ挿入穴７ａを介して、リアフレーム５の左上に形成された基板取付用ネジ穴５０ｄに
取り付けられている。
【００３９】
　また、リアフレーム５の後面に形成されたカバー部材取付用ネジ穴５０ｆのうちの下方
（Ｚ２側）に形成されたカバー部材取付用ネジ穴５０ｆには、スピーカ取付部材１０を挟
み込むようにして、ネジ９によりカバー部材６が取り付けられている。また、スピーカ取
付部材１０には、２つのスピーカ１１が取り付けられている。また、カバー部材６は、２
つの回路基板７および８と、２つのスピーカ１１が取り付けられたスピーカ取付部材１０
とを後方（Ｙ２側）から覆うように取り付けられている。
【００４０】
　また、図４に示すように、カバー部材６は、２つの回路基板７および８が取り付けられ
たリアフレーム５の底面部５０の基板取付領域５０ｂの左右および上部の縁部を後方（Ｙ
２側）から覆うように構成されている。これにより、カバー部材６から露出されるリアフ
レーム５の非基板取付領域（基板取付領域５０ｂ以外の領域）は、逆Ｕ字形状（図３参照
）を有する。また、図３に示すように、リアフレーム５の露出された外周部５１の近傍の
逆Ｕ字形状の非基板取付領域により、液晶テレビジョン装置１００の後部筐体が構成され
ている。また、金属製のリアフレーム５の逆Ｕ字形状の非基板取付領域は、基板取付領域
５０ｂ（図５参照）に取り付けられた回路基板７および８から発生する熱を外部に放熱す
る放熱部として機能するように構成されている。
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【００４１】
　また、図９～図１１に示すように、カバー部材６は、リアフレーム５の後面に取り付け
られた２つの回路基板７および８を収納する凹部６ｂを有している。２つの回路基板７お
よび８は、カバー部材６の凹部６ｂに収納された状態でカバー部材６により覆われている
。
【００４２】
　また、図５に示すように、リアフレーム５に取り付けられた２つの回路基板７および８
のうちのＸ１側に配置された回路基板８は、外部接続端子１２と、テレビジョン放送を受
信可能な受信部（チューナー）１３とを有している。また、図１６に示すように、受信部
１３を介して受信したテレビジョン放送信号のうち、映像に関する信号を液晶モジュール
２に出力するとともに、音声に関する信号をスピーカ１１に出力するように構成されてい
る。
【００４３】
　本実施形態では、上記のように、隣接する一対の側面部５１ａ～５１ｄが、コーナー部
５１ｅ～５１ｈにおいて隙間なく一体的に接続されるように構成することによって、リア
フレーム５に覆われた光源４ｂからの光が、リアフレーム５のコーナー部５１ｅ～５１ｈ
を介して外部に漏れることを抑制することができる。特に、本実施形態のように、液晶モ
ジュール２のリアフレーム５の外周部５１の周辺を露出させるようにカバー部材６が配置
される場合にも、リアフレーム５の隙間のないコーナー部５１ｅ～５１ｈにより、光源４
ｂの光が露出された外周部５１のコーナー部５１ｅ～５１ｈを介して液晶テレビジョン装
置１００の外部に漏れることを確実に抑制することができる。また、リアフレーム５の外
周部５１のコーナー部５１ｅ～５１ｈから外部への光漏れを抑制することにより、カバー
部材６から露出されるリアフレーム５の外周部５１の周辺を容易に後部筐体として使用す
ることができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、上記のように、コーナー部５１ｅ～５１ｈでの外周面５１ｉを
、各々所定の曲率半径Ｒの丸形形状を有するように形成する。これにより、コーナー部５
１ｅ～５１ｈから外部への光漏れを抑制しながら、丸形形状のコーナー部５１ｅ～５１ｈ
により、コーナー部５１ｅ～５１ｈの外周面５１ｉが角形形状を有する場合と異なり、コ
ーナー部５１ｅ～５１ｈに近接して配置される前部筐体１の内周面１０１ａがコーナー部
５１ｅ～５１ｈに接触して損傷することを抑制することができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、上記のように、前部筐体１の周縁部１ａの内周面１０１ａがリ
アフレーム５の外周部５１に近接するとともに、外周部５１の外周面５１ｉに対向するよ
うに、リアフレーム５が前部筐体１に嵌め込まれるように構成する。これにより、前部筐
体１の内周面１０１ａにより後部筐体を兼ねるリアフレーム５の側面部５１ａ～５１ｄの
外周面５１ｉを覆うことができるので、光源４ｂからの光が、リアフレーム５の側面部５
１ａ～５１ｄの外周面５１ｉを介して外部に漏れることをより確実に抑制することができ
る。
【００４６】
　また、本実施形態では、上記のように、一対のリブ１ｃを、それぞれ、リアフレーム５
のコーナー部５１ｅおよび５１ｈよりも内側（樹脂フレーム４ａ側）に形成する。また、
一対のリブ１ｃを、後面側（Ｙ２側）に突出するように形成するとともに、それぞれ、コ
ーナー部５１ｅおよび５１ｈに対応するように曲面状に形成する。これにより、一対のリ
ブ１ｃにより、光源４ｂの光がリアフレーム５のコーナー部５１ｅおよび５１ｈを介して
液晶テレビジョン装置１００の外部に漏れることを効果的に抑制することができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、上記のように、金属製のリアフレーム５の底面部５０のうち、
外周部５１の側面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄの近傍を除く領域に、他の領域（外周部
５１の側面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄの近傍の領域）よりも後側（Ｙ２側）に膨らむ
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凸部５０ａを形成する。これにより、後面側（Ｙ２側）に膨らんだ凸形状により、金属製
のリアフレーム５の外周部５１の周辺の機械的強度を向上させることができるので、カバ
ー部材６から露出されたリアフレーム５の外周部５１の周辺を後部筐体として用いる場合
にも、後部筐体として必要な機械的強度を十分に確保することができる。
【００４８】
　また、本実施形態では、上記のように、カバー部材６がＹ２側から底面部５０の凹部５
０ｃに嵌め込まれることによって、カバー部材６が、凹部５０ｃを覆った状態でリアフレ
ーム５の底面部５０に取り付けられるように構成する。これにより、リアフレーム５のカ
バー部材６により覆われる領域（凹部５０ｃ）が平坦面状に形成されている場合と異なり
、凹形状に形成されている分、リアフレーム５の凹部５０ｃの高さが小さくなるので、装
置全体の厚みを小さくすることができる。また、カバー部材６がＹ２側から底面部５０の
凹部５０ｃに嵌め込むことによって、容易に、カバー部材６の位置決めを行うことができ
る。
【００４９】
　また、本実施形態では、上記のように、カバー部材６が２つの回路基板７および８が取
り付けられたリアフレーム５の底面部５０の凹部５０ｃを後方（Ｙ２側）から覆うことに
より、リアフレーム５の後面の側面部５１ａ、５１ｂおよび５１ｄが露出されるように構
成するとともに、金属製のリアフレーム５の露出された外周部５１の近傍の部分が、凹部
５０ｃに取り付けられた回路基板７および８から発生する熱を外部に放熱する放熱部とし
て機能するように構成する。これにより、金属製のリアフレーム５に取り付けられた回路
基板７および８からの熱を、リアフレーム５の露出された外周部５１の周辺の領域から外
部に効率的に放熱しつつ、光源４ｂの光が露出された外周部５１のコーナー部５１ｅ～５
１ｈを介して液晶テレビジョン装置１００の外部に漏れることを確実に抑制することがで
きる。
【００５０】
　また、本実施形態では、上記のように、カバー部材６を２つの回路基板７および８およ
び２つのスピーカ１１を覆うように、リアフレーム５の後面（Ｙ２側）に取り付ける。こ
れにより、スピーカ１１を覆うための部材を別途設ける必要がないので、部品点数を削減
することができる。
【００５１】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００５２】
　たとえば、上記実施形態では、隣接する側面部５１ａ～５１ｄ同士が隙間なく接続され
る４つのコーナー部５１ｅ～５１ｈの全てを共に外部に露出させた例を示したが、本発明
はこれに限られない。本発明では、４つのコーナー部５１ｅ～５１ｈのうち、１箇所以上
３箇所以下だけ外部に露出させてもよい。この場合、外部に露出されないコーナー部では
、隣接する側面部同士が隙間なく接合されていなくてもよい。
【００５３】
　また、上記実施形態では、隣接する側面部５１ａ～５１ｄ同士を隙間なく接続するコー
ナー部５１ｅ～５１ｈが側面部５１ａ～５１ｄと同時に一体的に形成される例を示したが
、本発明はこれに限られない。本発明では、コーナー部と側面部とは、同時に一体的に形
成されなくてもよい。たとえば、プレス加工などによって予め互いに離間した状態の側面
部を形成した後に、離間した状態の側面部同士を溶接などの接合方法を用いて接合するこ
とによって、隣接する側面部がコーナー部において隙間なく接合されるように構成しても
よい。
【００５４】
　また、上記実施形態では、リアフレーム５が板金からなる金属製である例を示したが、
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本発明はこれに限られない。本発明では、リアフレームが、樹脂などの他の材質からなる
ように構成してもよい。なお、リアフレームの放熱性を向上させるためには、リアフレー
ムは熱伝導性に優れた金属製であるのが好ましい。
【００５５】
　また、上記実施形態では、コーナー部５１ｅ～５１ｈの外周面５１ｉが所定の曲率半径
Ｒの丸形形状を有するように形成された例を示したが、本発明はこれに限られない。本発
明では、隣接する側面部がコーナー部によって隙間なく接合されていれば、コーナー部の
外周面の形状は特に限定されない。たとえば、コーナー部の外周面がＣ面取形状や角形形
状を有していてもよい。
【００５６】
　また、上記実施形態では、コーナー部５１ｅに対応する前部筐体１のコーナー部の近傍
に、リブ１ｃを設ける一方、レール部１ｂを設けない例を示したが、本発明はこれに限ら
れない。本発明では、図１７に示す変形例のように、コーナー部５１ｅに対応する前部筐
体２０１のコーナー部の近傍に、リブ１ｃとレール部２０１ｂとの両方を設けてもよい。
これにより、レール部２０１ｂの内側（樹脂フレーム４ａ側）の突起とリブ１ｃとの両方
によって、光源からの光がリアフレーム５のコーナー部５１ｅを介して液晶テレビジョン
装置２００の外部に漏れることを効果的に抑制することが可能である。なお、液晶テレビ
ジョン装置２００は、本発明の「表示装置」および「テレビジョン装置」の一例である。
【００５７】
　また、上記実施形態では、本発明の「表示装置」および「テレビジョン装置」を、液晶
テレビジョン装置１００に適用した例について示したが、本発明はこれに限られない。た
とえば、テレビジョン装置以外のたとえばパーソナルコンピュータのモニタなどの他の表
示装置や液晶テレビジョン装置以外のテレビジョン装置にも本発明を適用可能である。
【符号の説明】
【００５８】
　１、２０１　前部筐体
　１ｃ　リブ（遮光部）
　２　液晶モジュール（表示パネル）
　４ｂ　光源（バックライト光源）
　５　リアフレーム（基板取付部材）
　６　カバー部材
　７、８　回路基板
　１１　スピーカ
　１３　受信部
　５０　底面部
　５１　外周部
　５１ａ、５１ｂ、５１ｃ、５１ｄ　側面部
　５１ｅ、５１ｆ、５１ｇ、５１ｈ　コーナー部
　５１ｉ　外周面
　１００、２００　液晶テレビジョン装置（表示装置、テレビジョン装置）
　１０１ａ　内周面
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